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２０１３年３月１６日と１７日の両日、我
ら学問探究団RYSは、京都市伏見区にある京都
パルスプラザで行われた「科学・技術フェス
タ」に参加しました。このイベントは、「将来
の科学技術を担う世代を対象に、最先端の科
学・技術の成果などのわかりやすい発表や、最
先端の科学・技術の成果に関する展示、参加型イベントを通じて、青少年の
科学・技術に対する関心を深める」というもので、過去のRYS史上で最大規
模の人数となる、2日間のべ150名の参加者が集まりました。
この2日間、会場には日本を代表する科学者がたくさんあつまり、直接話

をする機会もあるという、まさに夢のような時間でした。 
メインのテーマは「宇宙」と「再生医療」でしたが、それ
以外の科学・技術に関する展示もたくさんあり、団員の科
学・技術に関する関心もかなり高まったことでしょう。

それでは、2日間を振り返ってみましょう！！



角膜再生医療の最前線―講義と実習で最先端研究を知ろう！
　同志社大学生命医科学部

「体性幹細胞を用いた角膜内皮再生医療の開発」
について同志社大学の小泉範子教授がお話しして
下さいました。

　生まれつき角膜の内側に並んでいる細胞が弱
く、加齢や外傷等で内皮細胞が傷ついたり減少し
たりすることにより、角膜が腫れたり、角膜表面
に液体の詰まった水泡が出てくる「水庖性角膜
症」という病気があります。この病気に対する唯
一の治療法はドナー角膜を用いた角膜移植でし
た。しかし、慢性的なドナー不足や、移植後に拒
絶反応が生じたり、移植後に角膜内皮細胞密度が
再び減少して、繰り返し手術を受けなければなら
ないなど、角膜移植には複数の問題点がありまし
た。

　そのような背景のもと、同志社大学生命医科学
部では、水庖性角膜症に対する新しい治療法とし
て培養した角膜内皮の体性幹細胞を用いた再生医
学的治療法を開発しています。

　今回は、再生角膜シートを目に移植する方法、
注射器で細胞を移植する方法、点眼で治療する方
法について説明していただきました。

　点眼については2010年4月に京都府立医科大学
で臨床研究が開始されており、ＲＯＣＫ阻害剤を
用いた点眼薬の治療は今後、生体内で患者の角膜
内皮細胞を再生させる世界初の角膜内皮治療薬と
なる可能性があるそうです。

　中高生にとっては内容が高度で少し難しかった
かもしれませんが、みんな熱心に教授のお話を聞
き、自分の目の写真を撮ってもらう実習では積極
的に活動できていました。

　医学、工学、理学の分野の専門家たちが、それ
ぞれの分野で研究し、コラボレーションして、患
者さんの疾病に対する治療のために力を尽くして
いることを学ぶことができてとても有意義であっ
たと思います。
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再生医療講演
東京女子医科大・岡野　光夫氏　京都大・高橋和利氏

「細胞から組織・臓器を作る挑戦：　難病を治す
再生医療」　岡野 光夫氏

16日の午後の講演は
再生医医療に関するも
のでした。まずは、東
京女子医科大学の岡野
光夫先生です。

岡野先生は、患者自身
の健康な細胞を培養

し、1枚のシート上にした「細胞シート」を用いて、
心臓や角膜上皮、歯周組織、食堂疾患等の治療に適用
し、それらの機能を再生させることでの治療を行なっ
ています。例えば、当日見せてもらった動画では、弱
った心臓に細胞シートを被せることで、心臓が正常に
なる様子を見せてもらいました。細胞シートは患者自
身の体から生成するため、拒否反応が一切ないとのこ
とです。

内閣府のプロジェクト「FIRST」の指定研究にも
選ばれ、更に研究をすすめる岡野先生は、手作業で作
っていた細胞シートをロボットにより効率よく生成す
るための「組織ファクトリー」と、iPS細胞から大量
に生成した細胞シートを積層化することで、臓器その
ものを生成するための「臓器ファクトリー」の実現を
目指しておられます。

従来の医療のような、対処的に治療を行うのでは
なく、根本治療を目指す「再生医療」こそが21世紀
型の治療であり、それを実現するのがこの細胞シート
であるとわかりました。

「iPS細胞の不思議」　高橋　和利氏

続いては、京都
大学iPS研究所の高橋
先生の講演です。ノ
ーベル賞を受賞した
山中先生の一番弟子
として、多数のメデ
ィアにも登場されて
いたので、みなさんもよく知っていることでしょう。
高橋先生からは、iPS細胞に関して詳しく説明して

くださいました。iPS登場以前、人間のどんな組織に
も分化することができる画期的な「ES細胞」が発見
されました。しかしながら、ES細胞は、受精卵から
生成されるため、倫理的に大きな問題がありました。
その問題を一気に解決したのが、山中先生の研究室で
発見したiPS細胞でした。体細胞にわずか４つの因子
を入れるだけで、ES細胞とほぼ同等の細胞を生み出
すことに成功したのです。
このiPS細胞の発見により、移植医療に使えること

はもちろん、創薬の世界においても今後大きな発展を
遂げることになるでしょう。そんな素晴らしい技術が
関西から生まれたことを誇りに思いますし、今後この
技術により救われる人たちがたくさん出てくることに
期待したいと思います。

最後に、高橋先生が青少年に対してメッセージを
送ってくれましたので、ここに記載しておきます。

①人と違うことをする（人と同じ事をして褒めてくれ
るのは親だけです）

②常に新しいことに挑戦する（その度にビギナーズラ
ックのチャンスが・・・・）

③失敗を楽しむ（僕たちの脳みそはたかが知れていま
す）
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JAXAタウンミーティング
「宇宙から地球のことを考える」
　JAXAタウンミーティングとは，JAXAの職員と地
域住民が日本の宇宙開発について直接話ができる意見
交換会です。第91回となる今回のタウンミーティング
では、第一部は佐藤毅彦教授による宇宙探査のお話，
第二部は大橋一夫未踏技術研究センター高度ミッショ
ン研究グループ長による宇宙太陽光発電システムのお
話でした。宇宙というまだまだ未開発な場所を探る
JAXAのこれまでの経験やこれからの挑戦を聞くこと
ができました。

　タウンミーティングを通じて学んだことは、

「失敗を乗り越え現在がある」

ということです。ロケットは1回しか打ち上げること
ができないので，地上での試験を何回も何回も繰り返
すそうです。様々な危機を想像し実験するそうです

が，数多く失敗するそうです。しかしJAXAの「初め
てのものは失敗が当たり前」「失敗は経験となる」と
いう決してあきらめず次に挑戦する姿勢に私は感銘を
受けました。

　本校の生徒は，2年生の生徒が手を挙げて質問し、
3年生の生徒
が壇上に上
がって直接
佐藤教授と
お話しをす
るなど積極
的な行動を
見せていま
した。
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舞台上で、佐藤毅彦先生と記念撮影
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再生医療をリードする先生方に新情報を聞いてみよう

高橋政代先生
（理化学研究所）

仲野徹先生
(大阪大学)

田畑泰彦先生
（京都大学）

大和雅之先生
（東京女子医科大学）

テルモのブースでは、「再生医療をリードする先生
方に新情報を聞いてみよう」という講演会がありまし
た。パネラーは、細胞シートを考案された東京女子医
科大学教授の大和雅之先生、網膜再生のエキスパー
ト・理科学研究所の高橋政代先生、生命機能の基礎研
究でお笑い系の大家を目指す大阪大学教授の仲野徹先
生、医療材料とドラッグデリバリーシステム研究の第
一人者･京都大学教授の田畑泰彦先生の４人。日本は
おろか世界をリードておられる再生医療の専門家の先
生方です。現在の研究概要と高校までの人生について
それぞれの先生方がお話ししてくださったあと４人に
よるディスカッション、そしてフロアとの質疑応答が
行われました。

高橋政代先生は、RYS11で訪れた神戸理化学研究所
の「発生・再生科学総合研究センター」に所属してお
られ、今までは不治の病とされていた「加齢黄斑変
性」の治療をiPS細胞を用いて行う研究をされていま
す。iPS細胞を用いた臨床研究においては、世界でト
ップを走っておられる研究者です。
　「研究当初は網膜の再生など不可能だと言われ、
ES細胞で可能性が見えても倫理上の問題でだめだと言
われ、iPS細胞がそれをクリアしても発がんの危険性
があるので無理と言われました。私の研究は長らく否
定的に見られてきましたが、再生医療の時代は必ず来
ると信じてその方向に走り続けました。高校時代にバ
スケをしていた私には一つの信念があったからです。



それは、ボールのあるところに走っていくのではな
く、パスが来そうなところに向かって走るべきだとい
うことです。人と同じことはしたくない、人の言うこ
とはたとえネイチャー誌に載った論文でさえ疑ってか
かる。でも、自分の信念はとことん信じる。そんな気
質が今の自分を作ったんだと思います。自分にはでき
ないと思う気持ち、これこそが最大の障害です。自分
を信じ、心から願うと、協力者が次々に現れてパスを
くれます。走っていないとパスはもらえないのです」

京都大学の田畑泰彦先生は、薬を必要最低限の量
で、必要な時間、必要な場所へ、狙い通りに届ける技
術「ドラッグデリバリーシステム」を研究されていま
す。これにより薬の効用を高める一方で、薬の量や投
与回数、副作用を軽減し、患者のQOL（Quality Of 
Life）向上に大きく貢献するのです。
「私には、子どもの頃よく見たTVマンガがきっかけ
で、機械を使わない人造人間を作りたいという思い
と、実業家である父の影響で、財を築くのではなく、
世の中の人を幸せにする仕事がしたいという気持ちが
ありました。で、人体の材料は何か？という疑問に始
まり、人体の治療にはその材料が必要だという結論に
至ります。そこで材料研究が最も進んでいる京都大学
の工学部に入り、高分子材料の研究をしました。次に
薬学と材料工学を組み合わせて、薬を患部に効率よく
届けるドラッグデリバリーシステムについて考え、医
学部では循環器学を学んで、現在は医・工・薬の融合
境界領域の研究をしています。しかし、人を本当に幸
せにするには最終的に商品化が欠かせません。それに
は大学と企業の協力が必要ですが、そこで力を発揮す
るのが人脈･ネットワーク作りです。とりわけ高校時
代の友達は、進路が様々ですから、今ではいろいろな
領域で活躍しており、人脈の宝庫なのです。高校時代
の友達関係をぜひ大切にしてください。そして将来す
ばらしいネットワークを作ってほしいと思います。」

最後に、フロアとの質疑応答がありましたが、口火
を切ったのは本校の生徒。「CTで取り込んだ内臓の画
像を、細胞外マトリックスをインクに用いた３Dプリ
ンターで立体的に再現することはできないか」と迫り
ます。いきなりの高度な質問にパネラーの先生方の表
情が一瞬変わったのがわかりました。そして、人工組
織が専門の大和先生と田畑先生が、現状とその将来性
を話してくださり、ぜひその夢を叶えてほしいと激励
してくださいました。

次の質問を発したのも本校生。「日本の医療は進ん
でいると思うが、外国よりも臨床に使うまでにかかる
時間が長いように思う。将来的にはこの期間が短くな
るようになるのか。」これにはその問題の解決に尽力
してきた高橋先生が詳しく回答してくださいました。
「iPSのインパクトのおかげで日本政府がようやく本気
になった。再生医療の分野では、世界よりもはやく臨
床利用できるようなしくみができつつある。今年、再
生医療に関わる３つの新しい新しい法律ができるの
で、新聞を見ていてください。（実際、この直後の3
月22日、国会で再生医療推進法案が可決されまし
た。）」

これだけの先生方と、少人数（約30名）の中、しか
も最前列で話が聞けるという本当に貴重な機会でし
た。最後に４人の先生方はRYSのメンバーとの記念撮
影に快く応じてくださり、その後もメンバーのさらに
突っ込んだ質問
に個別に答えて
くださって、本
当に実りの多い
充実した時間を
過ごすことがで
きました。



FIRSTサイエンスフォーラム
第３回「ブレークスルー:自分の壁を乗り越えるために！」

　「科学・技術フェ
スタと同時開催され
たのが、「FIRST　
サイエンスフォーラ
ム３」でした。
FIRSTプログラム
（最先端研究開発支
援プログラム）と
は、内閣府の総合科
学技術会議
（CSTP）が、日本

全国から応募があった研究者の中からトップの３
０人（中心研究者）を選び出し、資金を援助して
プロジェクトを任せ、５年以内に世界のトップを
目指すというものです。このプロジェクトにはノ
ーベル化学賞を受賞された田中耕一氏や、ノーベ
ル生理学・医学賞を受賞した山中伸弥教授もトッ
プ３０人として選ばれています。

　今回の「FIRST　サイエンスフォーラム３」
は、「ブレークスルー：自分の壁を乗り越えるた
めに！」というテーマ設定の下に、未来のトップ
科学者である中高生を主な対象として公開討論会
が開催されました。免疫研究の権威である審良静
男氏（大阪大学免疫学フロンティア研究センター
拠点長）、半導体集積回路の限界に挑戦する荒川
泰彦氏（東京大学ナノ量子情報エレクトロニクス
研究機構長）、ナノバイオ技術により医療費の劇
的な削減を目指す川合知二氏（RYS12で訪れ
た、大阪大学産業科学研究所川合プロジェクトの
リーダーです！）を登壇者としてむかえました。

　３氏に対して、事前に選ばれていた高校生９人
が、研究分野に対する質問を投げかけ、その有用
性をわかりやすく答えるという形式でフォーラム
は進んでいきました。なかでも印象的であったの
は、川合先生の、
「学生時代に１番でなくてもよい。逆に４・５番
の者の方が、柔軟に他分野にも興味を持って研究
を進めることができる可能性がある」
という発言でした。さらに荒川先生の
「（理系においては）高校時代の数学の発想力は
大学での学びと相関は高いが、それ以外の科目は
それほど相関は高くない」
という発言もあり、高い志と意欲があれば、現在
の学力にかかわらず世界的な研究者になる可能が
あることを示唆していただきました。また審良先
生は、
「自分の可能性を見出すため、いろいろな経験や
体験をして下さい」
と言われ、RYSの意義について語っていただいた
ようにも感じました。
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FIRSTのブースで、東大の荒川先生と記念撮影




